
平成 30 年 11 月期月次景況調査結果

この調査結果は、中小企業庁の指定事業に基づいて設置された山口県内の情報連絡員 60 人

に、本会が新たに選んだ 20 人を加えた 80 人の連絡員より業界動向を把握した結果です。

山口県の主要指標 DI 値（平成 30 年 11 月末現在）

※DI 値とは、前年同期に比べ「増加」・「好転」したとする企業割合から「減少」・「悪化」した

とする企業割合を差し引いた値です。

業界の景況 ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転： 7.5％  悪化：25.0％ DI 値： ▲17.5％ ポイント

売上高   ( < 増加 > － < 減少 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、増加：25.0％  減少：27.5％ DI 値： ▲2.5％ ポイント

収益状況  ( < 好転 > － < 悪化 > ＝ < DI 値> ) 

  前年同月比は、好転：11.3％  悪化：27.5％ DI 値： ▲16.2％ ポイント

山口県の業種別 DI 値(業界の景況)（平成 30 年 11 月末現在）
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１１月の業種別景況の前月比ＤＩ値は１４業種の内、好転が４業種、昨年同等が６業種、

悪化が４業種となり、全体の景況感ＤＩ値は１０月に比べ好転した。 

建設業では、７月の豪雨災害の復旧工事で工事高が増加しているとの報告がある一方で、

サービス業では、例年に比べ冬物のクリーニングの出具合が少ないとの報告があった。 

山口県の中小企業は、多くの業種で人手不足が深刻な問題となっている。



食料品 食品表示義務、HACCP 導入、消費税増税と、来年菓

子業界には大きな変化がある。廃業のないよう努め

たいところではあるが、来年どうなるのか一同不安

である。組合としても適切な助言をしていかねばな

らず一層の情報収集に努めている。

パン・菓子製造業

売上は、対前年同月比で▲3.6％。比較的天候も良く

売上アップを期待したが、若干のマイナスとなった。

平日の売上は概ね順調に推移しているが、土日祝の

売上がやや伸び悩んでいる。来年１０月の消費税増

税に伴う景気施策のうち、「キャッシュレスで５％還

元」が悩ましい。すでにレストラン２店舗はカード

決済可能となっているが、物販については集中レジ

方式ではなく個店ごとの１５台個別レジなので、キ

ャッシュレス化の難易度が非常に高い。萩税務署に

依頼して組合員対象の消費税増税に関する勉強会を

開催したが、イートイン・テイクアウトの実運用が

心配である。

水産食料品製造業

萩市

塩干珍味などの食材の動きが少ない。原材料の値上

げがじわじわと影響している。８月、９月の週末ご

との台風等の影響で消費が伸びず、豪雨の影響で物

資の配送に大きく問題が起こり、想定外の配送料の

増加が起こった。消費が伸びない感じがする。

水産食料品製造業

下関市

干ばつにより野菜等の収量が下がるなど、天候リス

クが例年に比べ高かった。地球温暖化による気候変

動により、予測できないような事態が起こっている。

また、周防大島では断水により企業活動に影響が出

るなど、予測不可能な危機に遭遇した際の対応につ

いて、本格的な検討が必要となる。また、今後は二

酸化炭素を排出しないような社会づくりが重要とな

る。

精穀・製粉業

繊維工業 今後の人材確保に不安がある。 外衣・シャツ製造業

山口市

２０１９年夏物の生産準備に入り、多品種の引き合

いが増えてきた。従来からのアイテムに留まらず、

新しい生産体制にチャレンジする工場も見られる。

身になるまでに多少の時間を要するが、今後の対応、

技術力により、メーカーからの引き合いも増え、仕

事量の安定確保が期待できる。

外衣・シャツ製造業

萩市

９月～１０月にかけて材料が少なく、１１月中頃よ

り好転傾向にあるが、まだ平常時の９０％程度であ

る。

外衣・シャツ製造業

山陽小野田市

特記事項 (景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点)  



木材・木製品 ハウスメーカーの家ばかり建つので、廃業する組合

員（製材所）もあり、厳しい状況にある。

製材業・木製品製造業

岩国市

秋の需要の盛り上がりが見られない。 製材業・木製品製造業

下関市

印刷 東京方面からの受注が増加している。折込チラシの

受注は減少している。

印刷

下関市

印刷物件が減少する中、各社との見積競争が過激化

し、受注価格は下がる一方。

印刷

山口市

窯業・土石製品 １１月の出荷量は

（平成２９年１１月）

骨材１５２％、路盤材１０７％、再生材８０％

     ↓

（平成３０年１１月）

骨材９６％、路盤材１１１％、再生材９６％

砕石製造業

出荷量は、前月比１０８％、前年同月比８６％、累

計前年同月比９１％。平成３０年度は前年度比約８

５％と厳しい見通しとなっている。現時点では、セ

メント・骨材等の資材調達は、特に問題は生じてい

ない。生コン価格は安定しているが、値上げの動き

がある。

生コンクリート製造業

最近、組合としての動きは全くない。いかに組合員

が集まる事業（講習会・研修会）を行うかが直近の

課題である。

石工品製造業

萩市内の萩焼小売店の売上は、昨年同月と比較して

横ばい。観光客の傾向として、土日は賑わい、平日

は閑散とした状態。また外国人の割合が多くなって

いる。ギフト・卸関係・百貨店の受注は、１０％ダ

ウン(収益性の低いものについての受注を見直した結

果)。浅草アンテナショップ「萩の風」の売上は、１

１月３日～４日に東京浅草の「まるごとにっぽん」

において開催されたイベント「萩の風」物産フェア

の効果もあり、昨年同月比で約３５％アップとなっ

た。当組合員も３名参加し、萩焼の展示即売を行っ

た(地酒やかまぼこなど萩の特産品も併せて販売され

た)。萩焼のロクロ実演を行い、観光客(特に外国人)
に好評で、ロクロ体験の希望者へ指導も行った。

陶磁器・同関連製品

製造業

一般機器

繁忙期が過ぎ、周南コンビナート内での仕事量は落

ち着いた。業種的に県外での仕事も多いため、周南

地区近郊で仕事量が落ち着いた中、県外ではまだ仕

事量も多く、今月は組合全体的に県外受注が多くな

ってきている。

一般機械器具製造業

下松市

前月と同様、景気は安定して推移している。全般的

に変化はなし。相変わらずの人手不足で受注の機会

損失が続いている。自動車関連は好調。設備関係は、

県内の大型構造物が順調。国外は、年明けまで中国・

東南アジアが順調。

一般機械器具製造業

防府市



機械検査、機械加工関係、食肉加工、惣菜、自動車

関係等外国人技能実習生を入れている全ての職種で

業績は好調。残業も多い。法律の遵守を指導。制度

改正に伴う３号移行者の入国も順調。拡大枠の利用

についても順調で、今後とも増員の傾向にある。職

種を問わず、大学卒の技能者の受入相談が増えてき

ているが、希望される人材の確保が難しい。介護の

受入についても態勢が出来たので、人材の確保に努

めている。来年４月の新制度の創設について、多く

の企業から問い合わせがあるが、詳細不明のため苦

慮している。

一般機械器具製造業

宇部市

前月より好転の傾向。 一般機械器具製造業

宇部市

輸送機器 産業プラント部門の取扱製品の変更により、今後作

業量が不足する可能性あり。但し、当組合全体への

影響は軽微。

鉄道車両・同部品製造業

卸売業 いりこの売上と在庫は増加したが、収益は厳しい。 乾物卸売業

ふぐのシーズンであるが、天然ふぐが不漁であり、

売れ行きも悪い。今年は暖冬とのことなので、ふぐ

の売れ行きは悪いまま終わる可能性もある。

生鮮・魚介卸売業

平年並みの気温になり、冬物商品の動きが安定。燃

料も下がりだし、収益に期待。

各種商品卸売業

小売業 気温の低下とともにクリーム・美容液などの高額商

品が売れている。１２月に発売されるクリスマスコ

フレなどの予約活動も行っている。資生堂のディシ

ラ（１１月３０日販売終了）取扱店では、同程度の

価格帯のブランドにスイッチし、年末商戦で売上を

伸ばしたい。

化粧品小売業

祭や選挙などのイベントが終わり、市況や経済が正

常化した模様。年末景気を見据えた売出しが加速し、

消費動向も好転。小売業、サービス業は良化した。

行楽やレジャーも好天に恵まれた。一方で、周防大

島の大島大橋の船舶衝突事故は、岩国市内から近距

離でもあり、物流や経済の影響が見られた。岩国駅

前の商店街に限れば、相対的に良化。この景気感を

年末商戦へ繋げていくことが課題。

各種商品小売業

岩国市

11/23～11/25 の 3 日間、イベントを実施し、通常よ

り人通りが増え、売上にも影響があった。ボーナス

時期となるので、収益につなげたい。

各種商品小売業

山口市

「れとろまつり」「長府時代祭り」が開催され、来街

者数は増加したが、買い物客数の増加には繋がらな

かった。平日の午後は買い物客がまばらな状態であ

る。

各種商品小売業

下関市

客数、売上とも前年を下回る状況。 各種商品小売業

長門市



商店街 土日祝の客数は確保できているが、平日の客数が減

少。客数の減少は客単価でカバーしているのが現状。

業態により、売上確保に差が生じている。採用難で、

募集しても問い合わせが来ない。

山口市

年末に近いが、個人消費は相変わらず厳しい。 宇部市

商店街のイベントがほぼ終わったが、期待していた

ような賑わいにはならなかった。この状態での消費

税増税を不安視する声があちこちで聞かれる。市に

相談したが、商店街のこれからの方針と具体策の良

い案がでないのが実情で、苦慮している。

萩市

サービス業 １１月は例年ならゆっくりしているが、今年は後半

から忙しくなっているので、１２月初旬がスローペ

ースになるのではと懸念している。

美容業

景気回復の兆しがなく、減少傾向。 理容業

自動車整備事業者にとって、車検台数の減少は工場

の経営に大きく影響を与えることになる。昨年の９

月以降から過去のエコカー補助金等の影響により、

車検台数が大きく対前年割れをしていたが、ここに

来てようやく持ち直してきており、この状況が長く

続くことが望まれる。

自動車整備業

人口減少を感じる。 スポーツ・健康教授業

資材の値上げが続いている。価格に転嫁していかな

いと、利益の確保が難しい状況となっている。冬到

来で、着る前にクリーニングという流れがここ数年

出来てきているが、例年に比べ、出具合が穏やかな

状況になっており、各店売上減少に頭を悩ませてい

る。

普通洗濯業

対前年同月比で若干の売上減少。 旅行業

宿泊者数は対前年同月比で９６．８％、売上は対前

年同月比で９８．３％と前年割れ。昨年はデスティ

ネーションキャンペーン効果で１０７．６％の伸び

を示したが、今年度は花博が１１月４日に閉幕して

おり、アフターキャンペーンが継続しているが集客

につながらなかった。

旅館業

山口市

施設利用者が伸びず、売上高の減少、資金不足が続

いている。

旅館業

長門市

７月の豪雨災害によるキャンセルがあったが、好天

に恵まれ取り戻すことができた。

旅館業

下関市

イベントの開催により、売上増の店と、人の流れが

変わり売上減の店とあった。年末に向けて人手不足

が心配である。

飲食業

建設業 中電への工事申請３５５件（当支部分２８３件）、前

年同月１４５件（同１１６件）。太陽光発電への申請

１１２件（前年２６件）オール電化申請１７４件（前

年７１件）。LED 街路灯への切り替え・新規申請３２

電気工事業



件（前年２８件）であった。売電価格の引き下げ前

の駆け込み受注で、太陽光発電の申請が急増した。

工場の増設やマンション建設は好調だが、全体の工

事量は低下している。技能者不足に対応して、建設

現場における技能者の稼働を少なくする工法の採用

が増えている。

左官業

周南市庁舎や徳山駅の工事の影響か、例年よりも仕

事量が少なかった。今年度の工事の受注はほぼ終わ

った。

管工事業

手持ちの工事量は確保しているが、それをこなすだ

けの職人が不足している。新築住宅の瓦採用件数は、

依然として減少傾向にあり、金属屋根材の物件が増

加している。副資材の値上げの動きがあり、メーカ

ーも瓦の値上げを通告してきている。今後、販売価

格の改定をせねばならない時期にきている。

屋根工事業

年内完成工事がピークとなり、各現場では人手不足

との声が聞かれた。この先１２月にかけては、公共

工事第１弾の山口市内小中学校の工事が重なってく

るので、１月中までは学校関係、その後からは公共

工事第２弾が始まってくる。年度末完成工事の工程

調整は、少人数で各現場に割り振り、一応の流れは

出来たように思うが、現場の実際の流れとどの程度

合致するかが不安である。

内装工事業

大島大橋の事故の影響で、大島地区の工事に支障を

きたしている。柳井地区は、７月の豪雨により小災

害が多く、規模の小さな建設業者は、市町村の災害

発注に助けられている。災害工事は一過性の工事発

注で、人員不足もあり、工期内完成が問題になって

くると思われる。大島大橋の復旧工事は、大企業と

水道工事専門の業者で、地元の業者は対応していな

い。

土木工事業

柳井市

今月も７月の豪雨災害の復旧工事で忙しかった。昨

年の工事高が少なかったので対前年同月比で増加と

なった。

土木工事業

周南市

受注高は、対前年同月比１１４．７％。今年度の累

計は、対前年比１６８．１％

土木工事業

萩市

運輸業 輸送関係は、中近距離輸送は順調に車両が確保でき

たが、長距離輸送車両の確保が困難であった。広島

県呉市の出荷先の荷受け不可が、出荷量減少の原因

の一つと見られており、対前年同月比で０．６％の

減少。油関係が４．３円の値上げ。

一般貨物自動車運送業

下松市

輸送受注は、対前年同月比で約１４％増加、順調に

推移している。高い稼働で推移しているが、相変わ

らず乗務員不足は深刻な状況にあり、今後の展望が

見えづらい状況にある。燃料費も一時落ち着いてい

たが上昇基調は否めないようだ。

一般貨物自動車運送業

防府市



売上、収益の前年超が続いている。中途採用者の定

着、高卒採用に苦戦している。

一般貨物自動車運送業

宇部市

売上は、対前年同月比で７．５％の減少。原因とし

ては、相変わらずの不況が大きな幅を占めていると

思われる。

一般旅客自動車運送業

下関市

タクシーチケットの取扱金額は、前年比＋３ .０％（平

成３０年１０月１日～平成３０年１１月２０日分）。

１０月１日～３１日分は＋１.６％、１１月１日～２

０日分は＋５.１％。前年度も好調だった（＋３ .１％）

ので、比較的堅調に推移している模様。１０月分に

ついて当組合の取扱地区別に見ると、周南＋１ .２％、

下松＋１.９％、光▲１.８％、防府市地区が▲０ .５％

で、組合員の全域では＋０ .８％、地区外（員外）＋

１８ .６％で合計＋１ .６％（▲３５６千円）。１０月

分は、川岸工業（下松市）、ＪＴＢチケット（旅行信

販）、ＶＯ善（ＮＨＫ系報道取材）周南市体育協会（大

相撲周南場所）、東洋鋼鈑（下松）などが前年比増加。

山口チケットセンター（相互流通）、周南市競艇事業

部、ＤＣチケット（信販）、防府市選挙管理委員会、

武田薬品光工場、泉原病院（周南市）などが減少。

周防大島断水事故、ＪＲ在来線運休等や、大相撲周

南場所など、臨時的な増加が目立つが、チケット１

枚当たりの利用料金が増加しており、僅かだが景気

の回復が感じられる。主要燃料であるＬＰＧについ

ては、ＣＰ（通告価格）と為替に連動して変動する

が、ＣＰが下がり（前月６４５．０＄ /トンが今月５

９０．０＄ /トン、前年５８０．０＄ /トン）、輸送用

バンカーＣ重油は高騰（前月４６８．０＄ /トンが今

月５０７．０＄ /トン、前年３４２．０＄ /トン）。為

替は円安（前月１１２．９１円／＄が１１３．８２

円／＄）。燃料単価は前月より▲３ .７％下がった。前

年１１月と比べると＋２.６％となる。タクシー乗務

員は慢性的に不足し、高齢化もあって実働率が下が

っているため、曜日や天候、時間帯によっては、配

車が大幅に遅れるような状況が続いている。年末の

繁忙期だが夜の飲食関係は相変わらず低迷している

ようで、まだまだ予断を許さぬ状況。

一般旅客自動車運送業

周南市

取扱高は、輸出等が好調で増加した。 港湾運送業

そ の 他 非 製 造

業

利用者に対し感染症などの注意が必要な季節となっ

たのでしっかりと対応を考えていきたい。

介護事業


